
学校目標　「ふるさと古座川を愛し、心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

学習発表会 (11/25) 
朝夕の冷え込みも徐々に厳しくなり、体調をくずす児童が続く中でした

が、当日は全員が出席して発表会を実施することができました。 

 合唱・合奏の全校発表では、少人数ながらも大きな歌声を響かせ、合奏

でもこれまでの練習の成果を発揮しました。特に、トーンチャイムは、シ

ンプルだけどリズムを合わせることが難しく、子どもたちは練習で何度も

くじけそうになったと思います。しかし本番は、音を合わせるだけでなく、

みんなの心も合わさったように感じました。 

 
また、「明神小学校 TV 局」は、CM を入れながらのニュース形式で、動

きや小道具を活用しての発表となりました。これまで、６年生を中心とし

た縦割り班で、内容を話し合いアイデアを出し合って来ました。自分たちで作り上げたという自信があったからこそ、

堂々とした発表ができたのだと思います。みんながみんな、少し成長することができた発表会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「啐啄同時」 
そつ たく どう じ

今回、子どもたちが成長できたのは、見てくれた人たちの拍手や応援のお陰だと思っています。まるで、ひな鳥が内

から卵の殻を破る(啐)とき、親鳥が外から殻をつつく(啄)のが、同時でないと殻が破れないのと同じように思います。

我々大人は、「子どもの内なる声を聞けているのか？」、「先回りしすぎて、先に殻を壊していないか？」そんなことを

思いながら子育てをする必要があります。子どもは、そんな親の思いを知るよしもありませんが、

いつか、自分が親となったときに初めて知るのだと思います。いずれにせよ、子どもが殻を破るに

は、周りの大人の力が必要であることに間違いはありません。今後とも、子どもたちの成長に合わ

せて、拍手や応援をいただきますようお願い申し上げます。 
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大学院生実習 

　和歌山大学大学院の２名の先生が、

２週間の教育実習を行いました。授業

は２年生中心でしたが、休み時間はみ

んなと遊びました。 

　これから社会に

出ようとする若者

の何事にも全力で

取り組む姿に、み

んな大喜びでした。

            
 
 
　１日(金) 登校指導 

　２日(土) 古座川町展(～４日) 

    ４日(月) 身体測定

  １２日(火) 個人面談(～１３日)

１４日(木) 小中合同持久走大会 

  １８日(月) 観劇(劇団風の子)

  ２１日(木) 大掃除、給食終了

２２日(金) 二学期終業式

体つくり運動　杉浦資史さんを講師に迎

え、全校で体つくり運動を行いました。体
力強化だけでなく、けが予防につながるほ
ぐし運動など、多様な運動に取り組みまし
た。汗だくになりながら、楽しみました。

宇宙教室　串本古座高校の藤島先生を
迎え、宇宙についてのお話と手作りロケ
ットの発射を行いました。ペットボトル
と紙コップなどで簡単に作ったのですが、
グランドの端まで飛んでいきました。


